
 
 
 事業の背景                                  
 
◆昨今の社会情勢の影響を受けて、派遣切りや会社の倒産などの理由から心ならずも

多重債務に陥ってしまった人や住むところを追い出されてホームレスになってい
る人が増え続けており、問題が複雑であったり、生活保護の申請の手続きが難しく
てもどこに相談に行っていいかわからず、さらに悪い状態を引き起こしているケー
スもありました。 

 
◆また、北陸 3 県の多重債務者に寄り添った支援組織も現在は当団体だけになり、近

くに相談する場所がない方へ対応する必要性を感じていました。 
 
 事業の概要                                  
 
◆生活困窮に陥った方を救済するため、生活保護の申請や多重債務を整理するために

電話相談を行いました。また、富山県や福井県へも出張相談会を行い、どこに相談
すれば良いか分からず苦しんでいる人や困っている人への相談の場をつくりまし
た。 

 
◆生活保護を受給するまでの期間をしのぐ人や、多重債務を整理するために家族と疎

遠になった人などへの３６５日の炊き出しを実施し、居場所をつくりました。人と
の交わりがなく、皆で一緒に食事をする習慣のない人たちや社会に受け入れてもら
えない人たちにとって、炊き出しの場や団体とのつながりが生活の立て直しにむけ
た励みになりました。  
炊き出しを利用された方や炊き出しで料理を作っている人の声は、こちら。 

 
◆回覧板などを使って、日常的に団体の取り組みを地域に広く周知したことで、団体

の取り組みに対する理解がすすみ、シェルターからアパートに移る際の協力を得ら
れています。 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

キーワード 生活困窮者 貧困・格差 緊急支援 自立相談支援 活 動 地 域 石川県 

事 業 名 貧困対策等社会的支援を行う事業 

事 業 年 度 平成 24 年度 助 成 金 額 2,745 千円 

団 体 名 特定非営利活動法人 金沢あすなろ会 

所 在 地 
〒920-0024 石川県金沢市西念１丁目１５－７恵西苑１号 

ＴＥＬ：076-262-3454 

団 体 Ｈ Ｐ http://www7.plala.or.jp/npoasunaro/ 

活動報告書 
＜クリック！＞ 

 

 
☞回覧版などを通じて日常的な情報発信をすることで地域の町内会の理解が進み、ホームレ 

スの支援において課題になりがちな近隣地域との関係が築けています。 
 

☞唯一立ち上げ時に全員が元当事者であったという強みを活かして、自らの経験や知識を最 
大限活用しつつ、生活困窮者の気持ちに寄り添った活動展開ができています。 

 
 

ここに注目！ 

http://www.wam.go.jp/Densi/kikin/eJoseiLib/seikabutsu/2012/20120121133-03.pdf
http://www7.plala.or.jp/npoasunaro/
http://www.wam.go.jp/Densi/kikin/eJoseiLib/seikabutsu/2012/20120121133-01.pdf
http://www.wam.go.jp/Densi/kikin/eJoseiLib/seikabutsu/2012/20120121133-01.pdf

